
「
岡
目
一
目
」

　

ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
が
、

ラ
イ
ス
カ
レ
ー
か
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
か
と
な
る
と
、「
ン
？
」
と

思
う
。
そ
も
そ
も
日
本
で
最
初

に
カ
レ
ー
を
食
べ
た
の
は
ど
こ

か
で
も
め
て
い
る
。
横
須
賀
だ

函
館
だ
神
戸
だ
と
。

　

創
業
明
治
十
三
年
、
函
館
の

老
舗
レ
ス
ト
ラ
ン
五
島
軒
の
五

代
目
社
長
、
若
山
直
氏
に
よ
る

と
、
最
初
は
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
だ

っ
た
そ
う
だ
。
日
本
人
の
主
食

は
ご
飯
で
、
カ
レ
ー
は
副
食
の

お
か
ず
。
そ
こ
で
「
ラ
イ
ス
」

と
「
カ
レ
ー
」
の
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
に
な
っ
た
と
。

　

と
こ
ろ
が
洋
食
が
広
ま
る
に

つ
れ
て
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、
チ
キ

ン
ラ
イ
ス
、
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
な

ど
に
押
さ
れ
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
に
な
っ
た
。
ラ
イ
ス
オ
ム
と

か
ラ
イ
ス
チ
キ
ン
で
は
何
と
な

く
語
呂
が
悪
く
な
っ
た
そ
う

だ
。

　

因
み
に
、
カ
レ
ー
は
イ
ン
ド

か
ら
で
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
カ
レ

ー
粉
か
ら
で
、
イ
ン
ド
に
は
カ

レ
ー
粉
と
い
う
も
の
は
な
い
そ

う
だ
。
以
上
は
函
館
文
化
会
の

市
民
講
座
「
北
の
食
文
化
」
か

ら
抜
粋
。

　

こ
う
い
う
一
見
ど
う
で
も
い

い
よ
う
な
お
し
ゃ
べ
り
の
輪
が

文
化
の
花
を
広
げ
る
。「
討
論

は
知
の
消
費
で
、
お
し
ゃ
べ
り

は
知
の
生
産
」
と
数
学
者
の
森

毅
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。
勝
つ

た
め
で
な
く
、
楽
し
む
た
め
に

話
そ
う
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

市
長
と
語
る
会
開
催
報
告

　

八
月
七
日
に
市
役
所
に
お
い
て

文
化
協
会
主
催
の
「
市
長
と
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら

は
國
島
市
長
を
は
じ
め
幹
部
職
員

を
含
む
七
名
、
文
化
協
会
か
ら
は

小
林
会
長
を
は
じ
め
役
員
十
一
名

が
出
席
し
、
活
発
に
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

＊
＊
＊

新
高
山
市
民
文
化
会
館
（
仮
称
）

建
設
に
つ
い
て

（
協
会
）
当
協
会
で
は
、
建
設
に

向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。

・
市
民
と
行
政
が
同
じ
方
向
を
向 

　

い
て
建
設
に
向
か
う

・
高
機
能
の
複
合
施
設
と
す
る

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
構

こ
の
地
域
の
整
備
構
想
を
策
定
し

た
い
。
駐
車
場
は
、
駅
西
口
の
一

部
や
駅
西
駐
車
場
の
広
場
部
分
も

利
用
で
き
る
が
、
実
際
に
ど
の
く

ら
い
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
要
る
の

か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
協
会
）
駅
西
地
域
の
拠
点
を
文

化
会
館
と
し
、
複
合
施
設
と
し
て

今
ま
で
に
は
な
い
組
み
合
わ
せ
も

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
人
の
集

ま
っ
て
く
る
施
設
の
中
に
文
化
会

館
も
あ
り
、行
政
任
せ
で
は
な
く
、

家
賃
収
入
を
得
る
な
ど
し
て
独
自

に
維
持
で
き
る
も
の
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。三
十
年
、

五
十
年
後
を
考
え
た
、
大
胆
な
計

画
を
立
て
て
欲
し
い
。

（
市
）
現
在
、
高
山
市
の
公
共
施

設
は
七
七
〇
ほ
ど
あ
る
が
、
市
民

の
考
え
も
取
り
入
れ
、
廃
止
・
統

合
し
て
複
合
的
な
施
設
と
し
て
考

え
て
い
き
た
い
が
、
将
来
に
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
な
方
式
を
検
討

す
べ
き
。
例
え
ば
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民

が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で
事
業
を

行
う
、
新
し
い
形
の
官
民
協
力
形

態
）
な
ど
。
市
の
財
政
も
税
収
は

減
り
交
付
税
も
減
る
。
稼
ぎ
出
す

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
会
）
現
文
化
会
館
の
現
状
と

し
て
、
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
問

題
（
安
全
性
、保
守
部
品
の
不
足
、

内
装
の
汚
れ
、展
示
部
材
の
劣
化
）

と
、
運
用
面
で
の
問
題
（
ホ
ー
ル

搬
入
口
ス
ロ
ー
プ
、
荷
物
用
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
狭
い
）、
駐
車
場
確

保
の
問
題
（
四
月
か
ら
の
四
か
月

間
で
二
十
一
日
が
満
車
の
た
め
利

用
制
限
）が
あ
る
。
結
論
と
し
て
、

新
文
化
会
館
の
早
期
建
設
が
望
ま

れ
る
。

（
市
）
施
設
の
老
朽
化
や
利
用
時

の
不
具
合
等
に
つ
い
て
は
、
緊
急

性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
修
繕
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

造
、
仕
様
と
す
る

・
市
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
建

　

設
位
置

・
駐
車
場
の
確
保

　

第
八
次
総
合
計
画
に
お
い
て

「
文
化
会
館
等
の
文
化
施
設
の
整

備
」
と
明
記
し
、
実
施
計
画
後
期

最
終
年
に
計
画
額（
設
計
費
用
？
）

が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
、

後
期
計
画
見
直
し
と
い
う
こ
と
で

各
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、「
建
設
時
期
」、「
建
設
場
所
」、

「
駐
車
場
・
交
通
手
段
」に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

（
市
）
も
う
少
し
早
く
な
ら
な
い

か
、
と
の
声
を
聞
く
。
今
年
度
、

「
高
山
駅
西
地
区
ま
ち
づ
く
り
基

礎
調
査
」
を
実
施
し
、
来
年
度
、

新春を祝う恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。
◇テーマ　干支「亥」又は歌会始お題「光」　　　　　　　
　　　　  ※題に「光」の文字が入る、又は「光」を表すもの
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること
◇応募　　応募用紙に必要事項を記入の上、12/22(土)まで
　　　　　に郵送、ＦＡＸ、持参。ＨＰからの応募も可。用紙は、
　　　　　文化会館窓口にて配布
［飾り物展日程］
◇日時　　平成31年1月18日（金）～20日（日）
　　　　   午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂・美術工芸室

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる
飾り物を募集します。
　※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

平成31年 新春飾り物展

そ
の
他
の
意
見
交
換

（
協
会
）
来
年
は
、
当
協
会
設
立

七
十
周
年
の
年
な
の
で
、
各
種
事

業
を
予
定
し
て
い
る
。
高
山
市
と

共
催
事
業
な
ど
で
協
力
い
た
だ
け

な
い
か
。

（
市
）
来
年
は
こ
だ
ま
～
れ
も
あ

る
の
で
、
一
緒
に
開
催
で
き
る
も

の
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
協
会
）
こ
だ
ま
～
れ
参
加
団
体

に
も
高
山
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　

＊
＊
＊

　

そ
の
他
、
指
定
管
理
制
度
の
見

直
し
や
、「
私
の
あ
し
な
が
お
じ

さ
ん
事
業
」
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

作品募集
※12/22㈯締切



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

高
山
市
美
術
展

◇
日
時　

十
一
月
二
日
（
金
）
～

　

四
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
後

　

五
時
（
最
終
日
午
後
四
時
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
～
四
階

◇
入
場
無
料

高
山
市
民
合
唱
団
「
飛
響
」

創
立
六
十
周
年
記
念
演
奏
会

◇
日
時　

十
二
月
二
日
（
日
）

　

午
後
二
時
開
演

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

大
人
一
、〇
〇
〇
円
／

　

十
八
歳
以
下
無
料
（
無
料
入
場

　

券
が
必
要
）

お
月
見
歌
会 

入
選
歌

平
成
三
十
年
度
道
伝
え
の
日

　

高
山
市
文
化
伝
承
館
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
道
伝
え
の
日
・
お
月
見
歌

会
」
を
十
月
六
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
一
般
四
十
一
名
、
高
校

生
五
十
七
名
の
方
々
か
ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
選
者
に
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
で
あ
り
短
歌
結
社
新

ア
ラ
ラ
ギ
代
表
の
雁
部
貞
夫
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
応
募
者
に
よ
る
互
選
結
果
と
、
雁
部
先
生
が
選
ば
れ
た
短
歌
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
四
十
二
回
飛
騨
文
芸
祭
作
品

集
『
飛
騨
文
藝
』
は
、
十
一
月

二
十
五
日
か
ら
文
化
会
館
と
煥
章

館
に
て
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
配

布
は
無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト 

Vol. 

28

◇
日
時　

十
二
月
十
六
日
（
日
）

　

午
後
六
時
三
十
分
開
演

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

◎
課
題
歌
「
月
」

互
選
一
席　

病
む
牛
に
と
薬
師
様
の
水
汲
め
ば
手
桶
の
中
に
月
ゆ
ら
い
て
る

堀　
　

甲
枝

互
選
一
席　

稲
刈
り
を
終
え
て
清
し
き
月
明
か
り
真
白
き
わ
ら
に
煌
く
夜
露	

滝
上　

一
恵

互
選
一
席　

木
々
の
間
を
透
き
て
月
光
守
り
し
か
迷
ひ
し
二
歳
児
無
事
母

　
　
　
　
　

の
手
に	

西
野　

紘
子

雁
部
先
生
選

　
　
　
　
　

友
の
辺
に
命
捨す

つ
る
と
決
め
し
尾
根
松ま

つ
な
み濤
岩
を
月
光
照
ら
す

西　
　

春
彦

　
　
　
　
　

銭
湯
の
帰
り
に
つ
い
て
き
て
く
れ
し
月
か
も
知
れ
ぬ
母
と
眺

　
　
　
　
　

む
る	

横
山
美
保
子

◎
自
由
歌

互
選
一
席　

難
聴
は
さ
ほ
ど
支
障
の
無
け
れ
ど
も
虫
の
音
雨
音
聞
け
ぬ
さ

　
　
　
　
　

み
し
さ	

豊
田　

正
己

互
選
二
席　

縫
う
こ
と
を
生
業
と
し
た
母
は
逝
き
裁
縫
台
に
遺
る
ゆ
び
ぬ
き	

尾
﨑　

清
美

互
選
三
席　

改
札
を
下
り
く
る
人
を
待
ち
乍
ら
ふ
と
思
い
出
す
啄
木
の
う
た	

坂
田
壽
美
子

互
選
三
席　

目
覚
む
れ
ば
ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
の
香
り
し
ぬ「
犬
も
食
は
ぬ
」

　
　
　
　
　

か
昨
夜
の
諍
ひ	

小
林　

伸
子

雁
部
先
生
選

　
　
　
　
　

旅
先
の
夫
は
好
い
人
装
ふ
か
カ
チ
ン
と
来
る
こ
と
一
度
も
な

　
　
　
　
　

く
て	

広
瀬　

亮
子

　
　
　
　
　

ゆ
う
す
げ
の
淡
い
き
い
ろ
を
手
折
り
き
て
と
り
わ
け
君
を
想

　
　
　
　
　

う
七
月	

中
屋　

妙
子

◎
高
校
生
の
部
　
課
題
歌
「
月
」

【
飛
騨
神
岡
高
校
】

入
選　
　
　

月
明
り
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト
に
は
溢
れ
た
心
の
言
葉

　
　
　
　
　

が
並
ぶ	

三
年　

小
木
曽　

都

　
　
　
　
　

と
ぼ
と
ぼ
と
帰
る
私
を
月
照
ら
す
「
応
援
し
て
る
よ
泣
い
て

　
　
　
　
　

る
君
を
」
と	

一
年　

井
上　

愛
理

　
　
　
　
　

も
う
す
ぐ
で
夜
が
明
け
て
く
る
山
の
月
よ
今
日
も
一
日
努
力

　
　
　
　
　

し
ま
す	

一
年　

下
堂
前　

聡

【
吉
城
高
校
】

入
選　
　
　

嫌
な
こ
と
月
に
向
か
っ
て
打
ち
明
け
る
私
の
大
事
な
空
の
相

　
　
　
　
　

談
所 

一
年　

岩　
　

愛
子

　
　
　
　
　

満
月
や
欠
け
た
る
も
の
は
何
も
無
く
ま
あ
る
い
顔
で
今
宵
も

　
　
　
　
　

光
る	

一
年　

築
山　
　

凛

　
　
　
　
　

夕
暮
れ
に
椅
子
に
腰
か
け
小
説
を
読
み
終
え
た
後
の
空
の
新
月	

一
年　

西
村　

侑
真

　
　
　
　
　

欠
け
て
い
る
三
日
月
見
る
と
ホ
ッ
と
す
る
支
え
ら
れ
て
る
自

　
　
　
　
　

分
の
よ
う
で	

一
年　

野
村　

彰
希

　
　
　
　
　

形
変
え
今
日
の
三
日
月
人
の
よ
う
悲
し
く
も
あ
り
滑
稽
で
も

　
　
　
　
　

あ
り	

一
年　

船
坂　

梓
温

　
　
　
　
　
「
満
月
だ
」
さ
っ
き
も
聞
い
た
よ
そ
の
言
葉
家
族
み
ん
な
が

　
　
　
　
　

報
告
し
合
う	

一
年　

森
下　

明
音

「
飛
驒
文
藝
」

希
望
者
に
無
料
配
布


